
 

 

 

活用した教材 
リスクの低いプロフィールをつくろう 

（GIGA ワークブックとうきょう アドバンスト） 

教材ＵＲＬ https://infoedu.metro.tokyo.lg.jp/giga_workbook/index.html 

STEP STEP３ 領域 C 情報モラル・セキュリティ 

学校名 江戸川区立一之江小学校 校種 小学校 

学年 第６学年 教科等 特別の教科 道徳 

主題名 個人の権利って？    内容項目 C 規則の尊重 

活用の概要 
情報に関する自他の権利があることを踏まえ、リスクの低いプロフ

ィールづくりをする。 

【ポイント１】リスクの高い箇所をグループで考える 

Photo 例示されているプロフィールを見て、

どこに、どのような危険性があるのかを

グループで考える。個人情報を載せる危

険性について多角的に考え、全体で共有

する。 

【ポイント２】学んだことを生かしてプロフィールを作る 

Photo リスクを考慮しすぎると自己表現が難

しいが、自己表現を優先すると不用意に

個人情報を公開してしまうことに気付か

せる。その後、両者のバランスを考えな

がらプロフィールを作成する。 

【ポイント３】自分だけではなく、相手の情報も守る必要があることに気付く 

Photo プロフィールの写真欄にアニメキャラ

クターを設定している児童を取り上げる

などして、キャラクターにも作者がいる

ことに気付かせ、著作について理解を深

める。 

教材の活用場面 

活用の様子 
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導

入 

１ 本時の学習内容を把握し、めあてを

立てる。 

 

 

・「個人情報」という言葉について、

知っていることを出し合う。 

〇日常生活と結び付けて考えられるよう

にする。 

展

開 

２ 考えよう（教育出版小学道徳６） 

・教材文を読み、個人の権利を守るこ

とについて考える。 

 

・自分が情報を発信するときには、ど

のようなことに気を付ければよいか

を考える。 

・個人の権利を守ることは大切。 

・個人的な情報や悪口や噂話をネット

上に載せない。 

 

３ 深めよう（GIGA ワークブックとうき

ょう） 

・例示されたプロフィールを見て、グ

ループで何が危険か話し合う。 

・抽出した課題を基に、プロフィール

を作成する。 

・リスクの高い情報と低い情報を区別

してプロフィールを作成する。 

 

○行動をする前に考えることが大切であ

り、取返しのつかないことが起こらな

いようにするためにはどうしたらよい

か考える。 

☆法や規則の意義について理解を深め、

自他の権利を大切にしながら情報と関

わろうとしている。 

【思考・判断・表現】 

 

 

■例示を見せ、どこに、どのような危険

があるのか考える。 

 

○これからの社会を生きていく中で、個

人情報をどこまで開示するべきなのか

を考えさせ、適切な発信の在り方につ

いて理解を深める。 

ま

と

め 

４ 本時の学習のまとめ 

 ●作成したプロフィールを全体で共有

する。 

・リスクの高い情報とリスクの低い

情報を区別して考える。 

 

■プロフィールから個人情報が漏洩し、

それを悪用されることがあることに気

付き、自分の発信の在り方について理

解を深める。 

■著作権について触れ、他者の権利も尊

重しなければいけないことを理解す

る。 

☆自らの行動を振り返り、きまりの意義

やきまりを守ることの大切さについて

理解し、情報化社会の中でよりよく生

かしていこうとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 

授業中の活用ポイント 

情報の発信の仕方について考えよう。 


